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阪神・淡路大震災復興フォローアップ

高齢者自立支援プログラム２００６
～高齢者の“安心・元気”につながる自立支援のしくみの構築～

阪神・淡路大震災では、自力再建力の弱い高齢者の多くが、住み慣れた地域での
自宅再建をあきらめ、災害復興公営住宅へ入居した。その結果、復興住宅は、一般
住宅に比べ高齢化率が極めて高くなるとともに、高齢者が各々住み慣れた地域を離
れて集まったことにより、コミュニティが非常に希薄な状態となった。
こうした高齢者が置かれている厳しい環境に対して、民生委員・児童委員や老人

クラブ、ボランティア等をはじめ、保健師、ＬＳＡ（生活援助員 、ＳＣＳ（高齢）
世帯生活援助員）など、官民様々な支援者による見守りが行われてきた。
また、高齢者の生きがいづくりや復興住宅のコミュニティづくりについても、自

治会やＮＰＯが行う交流事業等への支援をはじめ、仲間づくり等を目的とした講座
の開設など、各種事業を実施してきた。
震災から11年が経過し、被災地全体としては、人口や総生産、観光入込客数、有

効求人倍率等の主な経済指標はおおむね震災前の水準まで回復した。
しかしながら、高齢者の抱える課題は個別・多様化し、加齢に伴い生活再建が益

々難しい状況となり、地域との関わりを持たずに閉じこもりがちになった高齢者が
見られる一方で、自治会活動などコミュニティの形成や維持の面でも支障が出てい
る。このため、高齢者が“安心”して“元気”に暮らすことのできるしくみづくり
を積極的に推進する。

（高齢者が安心して暮らせるしくみづくり）
災害復興公営住宅における極めて高い高齢化率や単身高齢者世帯率の現状を踏ま

え、その中で高齢者が安心して暮らしていくため、各種公的支援者による見守り体
制を充実する一方で、確実に進みつつある超高齢社会を見据え、高齢者を包み込む
住民同士による見守り体制の構築やコミュニティづくりを進めていく。
また、平成18年度から実施される介護保険制度の見直しによる地域ケアシステム

と連携した、高齢者の自立支援の仕組みを構築する。

（高齢者の元気づくり）
高齢者が元気で生きがいを持って、いきいきと暮らしていくためには、まず、健

康を維持し増進できること、その上で、学びを通して自己を高め、仲間づくりがで
きること、さらには、就労やボランタリーな活動を通して積極的に社会参加できる
ことが重要である。
このため、閉じこもりがちな高齢者やＡＤＬ（日常生活動作）の低下した高齢者

に対しては、健康相談や指導を行うとともに、元気な高齢者についても、健康の保
持増進について支援していく取り組みを進める。
また、高齢者の多様なニーズ・レベルに応じた知識の習得や仲間づくりのための

学習の場を提供するとともに、学びを実践に移し積極的に社会参加できるよう、情
報の提供や相談への対応、マッチングなどの支援を行っていく。
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１．高齢者が安心して暮らせるしくみづくり

(1) 高齢者の見守り体制の構築ときめ細かな生活支援
今後の高齢化の進展や課題の複雑化などを視野に置き、ＬＳＡやＳＣＳなど公的支

援者による見守りについては、その設置体制を適宜適切に見直していく必要がある。
認知症や精神疾患、閉じこもりといった諸課題に対応するため、地域の人的・物的な
社会資源の活用を図りつつ、支援者個人による見守りから、社会福祉法人やＮＰＯ法
人などの組織的な見守りへの移行を進め、高齢者の自立を支援する持続可能な仕組み
を構築する。
このため、ＳＣＳによる見守り対象世帯が多い住宅には、支援者が常駐し、自治会

などの身近な組織や地域住民、ボランティア等と連携して見守る新しいシステムへの
移行を順次進める。
また、見守りの核となる支援者に対しては、複雑多様化する困難事例へ対応できる

よう、高齢者の状況変化を適切に察知する観察力やコミュニティワーカーとしてスキ
ル・ノウハウの質的向上を図る実践的な研修の実施と併せ、専門家グループによるス
ーパーバイズ体制を構築していく。
さらに、災害復興公営住宅等に入居する被災者に対する家賃の一般減免措置や、県

外居住被災者に対する個別相談など、きめ細かな生活支援を行う。

（☆：新規・拡充事業）

【平成18年度当初予算額】

平 成 １８ 年 度 実 施 事 業 問い合わせ窓口

☆高齢者の自立を支援する拠点の開設［復興基金 （新規） 復興推進課］
（内線5857）・災害復興公営住宅内に見守りや自立支援の拠点を設け、社会福祉法人

やＮＰＯ法人等が、地域の見守りグループや自治会と連携して、常駐

。 【 】型の見守りと多様なサービスを提供する 22,938千円

☆見守り支援者の資質向上［復興基金 （新規） 復興推進課］
（内線5857）・見守り支援者の資質向上を図る実践的な研修を実施するとともに、専

。 【 】門家グループによる相談・指導体制を構築する 4,080千円

☆いきいき県住推進員による支援（拡充） 公営住宅課
（内線4775）・いきいき県住推進員を増員し、災害復興県営住宅等における自治会の

、設立・運営に係る支援や入居者と地域住民との交流事業への支援など

。 【 】コミュニティ支援の充実を図る 77,738千円

○ＳＣＳ（高齢世帯生活援助員）による支援［復興基金] 復興推進課
（内線5857）・災害復興公営住宅に居住する高齢者の安否確認や生活指導、相談対応

、 。 【 】を行うとともに コミュニティづくりを支援する 264,576千円

○コミュニティサポート支援事業［復興基金］ 復興推進課
（内線5857）・災害復興公営住宅等における住民相互の見守り活動グループの育成を

促進するとともに、コミュニティづくりにつながる仲間づくり・生き

。 【 】がいづくり事業を実施する 33,600千円
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平 成 １８ 年 度 実 施 事 業 問い合わせ窓口

○ＬＳＡ（生活援助員）による支援 長寿社会課
（内線2944）・シルバーハウジングに居住する高齢者等を対象に、生活相談、安否確

認、一時的な家事援助、緊急時の対応などの支援を行う。

【 】－

○ＬＳＡ（生活援助員）活動強化事業 長寿社会課
（内線2944）・ＬＳＡ活動を支援するため、ＬＳＡ等に対する専門相談会及び研修・

。 【 】交流会を開催する 700千円

○民生委員・児童委員による支援 社会福祉課
（内線2925）・高齢者等福祉サービスを必要とする人の生活上の悩みや困りごとの相

、 。 【 】談活動を 各市町の区域単位で行う 385,148千円

○夜間・休日「安心ほっとダイヤル」の開設［復興基金] 復興推進課
（内線5857）・ＬＳＡ、ＳＣＳによる見守り対象世帯等の夜間・休日の不安解消のた

め、フリーダイヤルによる電話相談窓口を開設する。

【 】44,453千円

○ガスメーター等を活用した見守りシステムの普及促進 復興基金 復興推進課［ ］
（内線5857）・支援者による見守り活動を補完・強化するため、ガスメーターや熱セ

ンサー等のＩＴを活用した見守りシステムの普及を促進する。

【 】21,800千円

○「まちの保健室」事業・ まちの保健室」キャラバン隊訪問事業 健康増進課「
[復興基金] （内線3251）

・被災高齢者等が心身の不安や悩みを身近なところで気軽に看護師等に

相談できる場を、コミュニティプラザ等で開設する。また、ＳＣＳ等

。 【 】とともに閉じこもりがちな人への訪問活動を行う 18,500千円

○保健師・栄養士による支援 健康増進課
（内線3249）・高齢者世帯など支援を要する世帯への訪問指導や健康相談、健康づく

（内線3251）りのための住民相互による声かけなど、コミュニティづくりへの支援

。 【 】を行う －

○被災者に対する公営住宅家賃の一般減免制度への移行 公営住宅課
（内線4775）・被災者に対する公営住宅家賃の特別減免については 入居後10年間 終、 （

期は平成22年度末）の適用であることから、11年目を迎える低額所得

の被災入居者に対して、県及び市町は、それぞれの一般減免制度を適

。 【 】用して支援を行う －

○県外居住被災者に対する支援 復興推進課
（内線5857）・帰県を希望する県外被災者について、個別に必要な支援につなぐ登録

公営住宅課制度を実施するとともに、電話訪問相談員による相談・情報提供や住

（内線4775）宅情報の送付を行う。また、帰県を希望する県外被災者の希望地近傍

。 【 】の県営住宅に県外被災者優先枠を設定する 5,630
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(2) 高齢者を包み込むコミュニティづくり
自治会の担い手不足や自治会役員の高齢化により自治会活動が停滞している公営住

宅が増加していることから 「いきいき県住推進員」を増員し、自治会への支援を充、
実するほか、若年世帯や子育て世帯の優先入居を促進し、入居者の世代間バランスを
図ることにより、良好なコミュニティづくりを進めていく。
また、災害復興県営住宅のコミュニティプラザや住戸等を地域の社会資源として活

用し、高齢者の自立を支援する拠点として整備し、ここに常駐する支援者と「いきい
き県住推進員」等が連携して、コミュニティづくりを支援していく。
震災復興の中で拡がってきた県民ボランタリー活動については、ひょうごボランタ

リープラザを中心として、ＮＰＯ・ボランティアグループへの新しい支援のしくみを
構築し、ＮＰＯ等が行う高齢者の見守りや自立支援の活動を支援するとともに、ＮＰ
Ｏ等によるコミュニティ・ビジネスとしての見守り事業の創造などを支援していく。
さらに、今後ピークを迎える「団塊の世代」の一斉退職を見据え、退職した中高年

齢者の地域活動、とりわけ、今後の超高齢社会を睨んだ高齢者の自立を支援する活動
への参画を促す。

平 成 １８ 年 度 実 施 事 業 問い合わせ窓口

☆新婚世帯・子育て世帯に対する県営住宅の入居支援（新規） 公営住宅課
（内線4775）・新婚世帯・子育て世帯の公営住宅への優先入居を促進することにより、

公営住宅における入居者の世代間バランスを図り、良好なコミュニテ

。 【 】ィづくりを進める －

☆いきいき県住推進員による支援（拡充 （再掲） 公営住宅課）
（内線4775）・いきいき県住推進員を増員し、災害復興県営住宅等における自治会の

、設立・運営に係る支援や入居者と地域住民との交流事業への支援など

。 【 】コミュニティ支援の充実を図る －

☆コミュニティビジネス等生きがいしごと支援事業（拡充） 雇用就業課
（内線3776）・生きがいしごとをコミュニティビジネスとして定着させ、地域社会に

貢献するため、起業支援ゼミナールや職業紹介事業等を行う。

【 】78,683千円

○コミュニティサポート支援事業［復興基金 （再掲） 復興推進課］
（内線5857）・災害復興公営住宅等における住民相互の見守り活動グループの育成を

促進するとともに、コミュニティづくりにつながる仲間づくり・生き

。 【 】がいづくり事業を実施する －

○被災高齢者自立生活支援事業 長寿社会課
（内線2944）・災害復興公営住宅に入居している高齢者を対象に、生きがい交流事業

等を通じて、良好なコミュニティを形成し、生きがいを持って安心し

。 【 】て自立生活が営めるよう支援する 49,925千円

○災害復興公営住宅高齢者元気アップ活動支援事業［復興基金］ 復興推進課
（内線5857）・ＮＰＯ・ボランティアグループが自治会等と連携・協力して行うふれ

。 【 】あい交流事業に対して補助する 11,542千円
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平 成 １８ 年 度 実 施 事 業 問い合わせ窓口

○県民ボランタリー活動助成 参画協働課
（内線2842）・福祉、環境創造、国際交流等特定非営利活動促進法に規定する１７分

。 【 】野のボランタリー活動に助成する 94,500千円

○ＮＰＯコミュニティ・ビジネス等活動応援貸付事業 参画協働課
（内線2842）・県内で幅広く展開されているＮＰＯの活動が、さらに継続、発展して

、 。 【 】いくよう ＮＰＯを対象とした貸付を行う 32,023千円

○地域づくり活動応援事業 参画協働課
（内線2789）・地域団体の創意工夫による地域特性を生かした取り組みや、地域団体

の連合組織等による広域的な取り組みなどに対して助成を行い、地域

づくり活動のノウハウの形成と共有を図る。

【 】100,000千円

○コミュニティ・ビジネス創出・育成支援事業 商業振興課
（内線3635）・コミュニティ・ビジネスの事業の立ち上がりを支援するとともに、ビ

。 【 】ジネス体制の強化を支援する 41,673千円

○地域づくり活動サポーター設置事業 参画協働課
（内線2789）・県民の様々な地域づくり活動を効果的に支援するため、県民の身近な

アドバイザーとして、地域づくり活動サポーターを設置する。

【 】38,409千円

○市町ボランティアセンターとの連携によるボランタリー活動ネ 参画協働課
ットワークの強化 （内線2842）
・市町ボランティアセンターと連携し、ボランタリー活動ネットワーク

。 【 】の強化を図る －

○シニア生きがいしごとサポートセンター事業 雇用就業課
（内線3776）・定年退職後に生きがいを重視した働く場や活動の場を希求する者に対

して、高齢者のニーズに応じた活躍の機会の提供を行う。

【 】4,971千円
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(3) 高齢者に優しい環境づくり
だれもが安全・安心に、支え合いながら生きがいを持って暮らせる社会の実現をめ

ざして策定した「ユニバーサル社会づくり総合指針」に基づき、公共交通のバリアフ
リー化やユニバーサルデザインを導入した公営住宅の整備をはじめ 「ユニバーサル、
社会づくり」の考え方の普及を図る。
また、高齢者に配慮した住宅のリフォームを支援するため、リフォーム事業者の登

録制度を創設するなど、高齢者にも優しい生活環境づくりを進める。

平 成 １８ 年 度 実 施 事 業 問い合わせ窓口

☆ユニバーサル社会づくり実践モデル地区整備の推進（新規） まちづくり課
（内線2720）・ユニバーサル社会づくり実践モデル地区を指定し、地域住民、民間事

業者、行政が一体となって、ハード・ソフト両面からまちづくりを重

点的に実施し、ユニバーサル社会の早期実現を推進する。

【 】8,250千円

☆公共交通のバリアフリー化の促進（拡充） まちづくり課
（内線2720）・バリアフリー化困難駅に対応できるよう補助基本額を引き上げるとと

もに、鉄道駅舎へのエレベーター等の設置及びノンステップバスの購

。 【 】入を支援する 255,874千円

☆ユニバーサル社会づくり兵庫県率先行動計画の推進（拡充） ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ社会課
（内線2835）・ ユニバーサル社会づくり兵庫県率先行動計画」に基づき、既存の庁舎「

・県立施設への点字案内板や視覚障害者誘導用ブロックの設置、オス

トメイト対応トイレ、多機能トイレなどの整備を行うとともに、職員

研修等の実施による県職員の意識改革などを進め、行政サービスの向

。 【 】上を図る 812,663千円

☆住宅リフォーム事業者登録制度の創設（新規） 住宅計画課
（内線4637）・悪質リフォーム事業者によるリフォームトラブルを防止するため、住

宅リフォーム事業者の登録制度を創設し、高齢者等が安心して住宅の

。 【 】リフォーム事業者を選択できる環境を整備する 2,000千円

○住宅リフォーム相談体制等の整備 住宅計画課
（内線4637）・悪質リフォーム事業者対策として、リフォーム専門相談及びリフォー

。 【 】ムアドバイザーの派遣を実施する 2,000千円

○ユニバーサル社会づくり情報発信事業 ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ社会課
（内線2833）・ ユニバーサル社会づくり の理念の普及啓発を行う 5,915千円「 」 。 【 】

○人生80年いきいき住宅改造助成事業 まちづくり課
（内線4729）・高齢者等に配慮した既存住宅の改造や共用部分のバリアフリー化工事

。 【 】等に対し助成する 473,913千円

○県営住宅の高齢者向け改修の実施 公営住宅課
（内線4750）・高齢者の居住に配慮して、浴槽埋込、手すりの設置、床の段差解消等

。 【 】の改修を行う 155,996千円
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２．高齢者の元気づくり

(1) 高齢者の健康づくり
高齢者が生きがいを持っていきいきと自立した暮らしを送るためには、まずは、自

らの心身に不安がないことが重要である。
このため、健康相談や閉じこもりがちな高齢者等への訪問活動を行う「まちの保健

室」事業や保健師・栄養士による支援に継続して取り組むとともに、新たに開発した
健康増進プログラムの普及啓発を行い、高齢者個々の健康状態や体力にあった健康づ
くりを支援していく。
また、きめ細かな健康づくりのため、災害復興公営住宅の中に設置する高齢者の自

立支援拠点において、地域包括支援センターと連携しながら、ミニデイサービスや会
食サービス、栄養指導教室などの介護予防事業が実施されるよう支援する。

平 成 １８ 年 度 実 施 事 業 問い合わせ窓口

☆高齢者の自立を支援する拠点の開設 復興基金] 新規 再掲 復興推進課［ （ ）（ ）
（内線5857）・災害復興公営住宅内に見守りや自立支援の拠点を設け、社会福祉法人

やＮＰＯ法人等が、地域の見守りグループや自治会と連携して、常駐

。 【 】型の見守りと多様なサービスを提供する －

☆健康増進プログラムによる健康づくりの強化（拡充） 健康増進課
（内線3245）・県民誰もがいつまでも生き生きと暮らすため、個人の健康状態にあっ

た具体的な健康増進プログラムを作成し、継続的に健康づくりを支援

。 【 】する 27,427千円

☆地域包括支援センターの運営支援（新規） 介護保険課
（内線2992）・要援護高齢者やその家族からの在宅介護等に関する相談に応じ、利用

者のニーズに応じた介護サービスをはじめとする各種保健・福祉サー

ビスが総合的に受けられるよう、市町やサービス実施機関等との調整

。 【 】等を行う 3,807千円

☆介護支援専門員資質向上事業（拡充） 介護保険課
（内線3105）・介護支援専門員を対象に、実務経験に応じた資質向上のための現任研

修や、他の介護支援専門員を援助する主任介護支援専門員を養成する

。 【 】ための研修を実施する 6,693千円

☆「まちの保健室」推進事業の拡充（拡充） 健康増進課
（内線3251）・高齢者等が心身の不安や悩みを専門家に相談できる場を、公民館やス

。 【 】パーなど地域の身近な場所で開設する 5,848千円

○「まちの保健室」事業・ まちの保健室」キャラバン隊訪問事業 健康増進課「
[復興基金]（再掲） （内線3251）

・被災高齢者等が心身の不安や悩みを身近なところで気軽に看護師等に

相談できる場を、コミュニティプラザ等で開設する。また、ＳＣＳ等

。 【 】とともに閉じこもりがちな人への訪問活動を行う －
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平 成 １８ 年 度 実 施 事 業 問い合わせ窓口

○保健師・栄養士による支援（再掲） 健康増進課
（内線3249）・高齢者世帯などの支援を要する世帯への訪問指導や健康相談、健康づ

（内線3251）くりのための住民相互による声かけなどコミュニティづくりへの支援

。 【 】を行う －

○老人保健事業及び地域支援事業（介護予防事業） 長寿社会課
（内線2947）・基本健康診査に併せて生活機能評価を実施し、発見された特定高齢者

（虚弱高齢者）に対し、訪問や通所により筋力向上や認知症予防等の

介護予防サービスを提供する。また、全高齢者に対し、介護予防に関

する普及啓発を行い、その自発的な取組を支援する。

【 】838,245千円

○アルコール関連問題対策事業 障害福祉課
（内線3291）・アルコール依存の回復者の自助グループによる専門相談窓口「アルコ

ールホットライン」を設置することにより、アルコール関連問題の解

。 【 】消を図る 996千円

○こころのケア相談室の設置 障害福祉課
（内線3291）・健康福祉事務所に「こころのケア相談室」を設置し、精神保健福祉セ

、 。 【 】ンターと連携して 相談指導や普及啓発を行う 15,539千円

○こころのケアセンターの運営 障害福祉課
（内線3291）・トラウマ(心的外傷)やＰＴＳＤ（心的外傷後ストレス障害）など、こ

ころのケアに関する研究や研修等を行う「兵庫県こころのケアセンタ

」 。 【 】ー を運営する 202,935千円

○老人クラブによる健康づくり活動支援事業 長寿社会課
（内線3025）・リーダー養成研修会やニュースポーツ講習会などの健康づくり活動を

行う県老人クラブ連合会及び市町老人クラブ連合会を支援する。

【 】15,738千円

○地域リハビリテーション支援体制の推進 長寿社会課
（内線2947）・障害者や高齢者が、住み慣れた地域で、それぞれの状態に応じた適切

なリハビリテーションを継続的に受けることができるシステムを構築

。 【 】する 15,456千円
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(2) 高齢者に対する学びの場の提供
高齢者の生きがいづくりのためには、高齢者自身が生涯にわたり学びを通じて自己

のエンパワーメント（能力向上）を図り、自らの新しい生かし方の発見や仲間づくり
を行っていくことが大切である。
このため、個々の高齢者の多様なニーズやレベルに対応した学習の場を提供してい

くとともに、生涯学習に関する情報提供や相談に応じられる拠点の充実など、高齢者
の学びの場づくりを推進していく。

平 成 １８ 年 度 実 施 事 業 問い合わせ窓口

☆いなみ野学園における大学院の新設（新規） 生活創造課
（内線2741）・高齢者の学習意欲に応えるとともに、地域課題の複雑化・高度化に対

、 。応した人材を育成するため いなみ野学園において大学院を新設する

【 】12,598千円

○いきいき仕事塾Ⅱの開設[復興基金] 復興推進課
（内線5857）・被災地に住む高齢者を対象として、生きがいづくりや仲間づくりにつ

ながる知識等を習得するための講座を開設する。

【 】11,443千円

○シニアスポーツ推進事業 生活創造課
（内線2741）・シニアスポーツ普及指導員による地域活動の支援や、スポーツ講習会

、 。 【 】の開催等を行い 県民の健康づくりを推進する 1,172千円

○いなみ野学園の運営 生活創造課
（内線2741）・高齢者に生きがいのある充実した生活の基盤を確立するための学習機

会を総合的・体系的に提供するため、いなみ野学園を運営する。

【 】75,224千円

○阪神シニアカレッジの運営 生活創造課
（内線2741）・阪神地域の高齢者に対して、地域の特性や課題に対応した地域活動や

ボランティア活動等を行うために必要な知識や技能を、総合的・体系

的に身につける学習機会を提供するため、阪神シニアカレッジを運営

。 【 】する 53,803千円

○地域高齢者大学の運営 生活創造課
（内線2741）・県立文化会館など県内５箇所において 「４年制大学講座」及び「地域、

活動実践講座」を運営し、学習を通じた高齢者の生きがいづくりを推

、 。進することにより 地域づくり・生きがいづくり活動の裾野を拡げる

また、高齢者大学ＯＢ会等のコーディネートにより、高齢者の地域づ

。 【 】くり活動を支援する 9,983千円

○生涯学習情報プラザの運営 生活創造課
（内線2741）・県内の学習機関の連携のもとで 県民への学習情報の提供や学習相談、 、

神戸生活創造学習グループや学習指導者の育成、学習機関相互の連携・調整などの

センター全県的な学習支援機能を担う「生涯学習情報プラザ」を運営する。

(360-9015)【 】4,076千円
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平 成 １８ 年 度 実 施 事 業 問い合わせ窓口

○高齢者生活情報ラジオ番組「長寿バンザイ」の運営 長寿社会課
（内線2944）・高齢者の生きがいに満ちたすこやかな生活を支援するため、健康、福

祉、生きがいなどの日常生活に即した多様な問題解決に役立つ情報を

。 【 】提供する 12,793千円

○高齢者総合相談センターの運営 長寿社会課
（内線2944）・高齢者や家族が抱える各種の心配ごと、悩みごと等の相談に対応する

ため、高齢者総合相談センターを開設する。

【 】5,196千円

(3) 高齢者の社会参加の促進
高齢者が生涯にわたり自己実現していくには、これまで培ったノウハウや学んだ知

識を地域社会の中で活かしていく必要がある。
このため、生きがいを重視した働く場などの情報提供や、ボランタリー活動をはじ

めとする自主的活動への支援などを通じて、高齢者が自己の能力を活用し、積極的に
社会参加できるよう支援をしていく。
また、閉じこもりがちな高齢者の元気アップや社会参加のきっかけづくりのため、

。ＮＰＯ等が自治会や支援者と協力して実施するふれあい交流事業を引き続き支援する

平 成 １８ 年 度 実 施 事 業 問い合わせ窓口

☆コミュニティビジネス等生きがいしごと支援事業 拡充 再掲 雇用就業課（ ）（ ）
（内線3776）・生きがいしごとをコミュニティビジネスとして定着させ、地域社会に

貢献するため、起業支援ゼミナールや職業紹介事業等を行う。

【 】－

☆シニアしごと倶楽部の充実（拡充） 雇用就業課
（内線3717）・中高年求職者の再就職を支援する「シニアしごと倶楽部」事業を拡充

。 【 】する 8,000千円

○いきいき仕事塾修了生への支援［復興基金］ 復興推進課
（内線5857）・いきいき仕事塾修了生が行う自主的活動を支援する。

【 】1,071千円

○災害復興公営住宅高齢元気アップ活動支援事業［復興基金］ 復興推進課
（再掲） （内線5857）

・ＮＰＯ・ボランティアグループが自治会等と連携・協力して行うふれ

。 【 】あい交流事業に対して補助する －

○老人クラブ活動強化推進事業 長寿社会課
（内線3025）・子育て支援活動や 地域見守り活動を行う単位老人クラブを支援する、 。

【 】225,320千円
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平 成 １８ 年 度 実 施 事 業 問い合わせ窓口

○老人クラブ助成事業 長寿社会課
（内線3025）・単位老人クラブ及び市町老人クラブ連合会の活動を支援するほか、老

人クラブ青年部の設置等により、若手会員の活躍の場づくりや加入促

。 【 】進を行う 177,787千円

○シニア生きがいしごとサポートセンター事業（再掲） 雇用就業課
（内線3776）・定年退職後に生きがいを重視した働く場や活動の場を希求する者に対

し、高齢者のニーズに応じた活躍の機会を提供する。

【 】－

○シルバー人材センター事業 雇用就業課
（内線3772）・県下全域でシルバー人材センター事業を推進する（社）兵庫県シルバ

ー人材センター協会の管理運営費及び事業費を補助する。

【 】22,200千円
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